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【翻訳】
シャーキャチョクデン箸
｢如意[の]妙高[山]」和訳(Ⅱ）
原田覺
筆者は嘗て表題の著作の前半三分二程を現代語訳して、公表した。それは
下記の拙稿である。
「シャーキャチョクデン箸「如意[の]妙高[山]」和訳（１）」『[国士舘大学
文学部]人文学会紀要」２９号、同学会、東京、1996(平成8)年。
ここでは残りの後半三分一の現代語訳を提示することにする。同資料を現代
語訳するに当たっての簡略な留意事項、即ち筆者の翻訳意図や略号等につい
ては、上記拙稿の前書を参照していただきたい。また拙稿の公表以降に公に
なった、同著者の著作の現代語訳として、以下のものがあるので、同じく参
照していただきたい。
KomarovskiLaroslav，Zhree化xtsoMbQl6yamaAa（〃肋aAya助ＯＡ血小
LibraryofTibetanWorks＆Archives，Dharamsala，2000．
拙稿｢シヤーキヤチョクデン署『了義の海に入る十分な伺察の[大]船｣老」
「[木村清孝博士還暦記念論集]東アジア仏教一一その成立と展開」㈱春
秋社、東京、2002(平成14)年。
小林守｢シャーキャ・チョクデンのツォンカパ中観説批判一「書簡・梵
輪』和訳一」「[仏教文化学会十周年・北條賢三博士古希記念論文集］
インド学諸思想とその周延」㈲山喜房仏書林、東京、2004(平成16)年。
尚、本誌はオフセット印刷による出版であり、チベット語のローマ字転写に
パーリ語用のフォントであるVriROInanCを借用した為に、不足の活字がある。
ローマ字に付した下線は下点を意味し､mに付した下線のみは上点を意味する。
また拙稿の末尾に科文の表を付記する。
<３２２１３＞第三は｜チヤパＰｈｙａｐａ(1109～1169)が中観[の］自立
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[派]ｄＢｕｍａＲａｈｒｇｙｕｄについて説示[したりお]間[きすること]ｂＳａｄｈａｎ
を為す時に｜月[称]Ｚｌａｂａの足下の継承者[で]学者[たる]ジャヤアナンタ
Ｄｚａｙａａｎａｎｔａと[いう]或る方がチベットBodにおいでになった｜『入中
観[論]の注解』ｄＢａ(5/6）ｍａ/a上/ugpah/Qgre/bSad(北京版Nq5271，Ｃｆ・
No.5262)をお造りになった｜その時にチヤパが直接に論争し了り且つ｜タ
ントラrgyudからも月[称]の論書の語句[と]意味[の]両者に対して否定する
dgagpa本当に沢山の異門が有る論書をお造りになった｜否定することが
如何(6/7)様になったとしても立論者ｐｈｙｏｇｓｎａｍａは確実に盲目[の]者な
のである｜｜
偉大なるゴクrI〈log翻訳師(ロデンシェラブ)の時代には｜帰謬派Thal
hgyu「ｐａの典籍は翻訳されていないmahgyurけれども｜インドhPhags
yulで或いはチベットでそれ等の説法gsuhngros/sgrosを聴聞することに
依ってから｜三相を備えた(l3b7/l4al)因由(Cf､デルゲ版No.4227)に依るこ
となしに中観の意義が精通されることが有ると考えることについて｜所謂’
行[繭の]この集まりは無いと[いう]意に住さずに｜｜顕現[と]意義そのもの
[である]或いはそれに対し正し[<]否定を述べる｜｜その人二人も正量の道
(1/2)からひどく扮復い了ってから｜｜邪見の憂い[たる]大荒野[の]内に確
実に堕す｜｜と帰謬派Thalhgyu「ｂａに対してそして｜礒伽行派rNal
hbyorspyodpapaと｜中観[の]自立派Ranrgyudpaに対しても｜所謂
｜意義等が合理である力の充分な歓喜にhgar/dgar住する[ことに]向かう
[者]と｜｜有(2/3)為[の]道[から]出離したことそのものを正量により確実
[に]把握する者[との]｜｜両者は実有[とする]執着(無明)が尽きずに大魔
[の]前に行き了ってから｜｜見解の鋭い牙により確りと捉えられた者である
のだ’｜と否定を為さってから｜自[宗]の[考え]方は｜龍樹Ｋｌｕｓｇｒｕｂ
足下がkyi/kyis中観[の]注釈ｄＢｕｍａｒｎａｍｈｇｒｅｌ(Cf・北京版No.5229)を
(3/4)お造りになった明知に依ってから知る必要があると説示するのである｜｜
また後の時代[に]偉大なるジヨナンパＪｏｎａｎｐａ(1292～1361)は｜実際
に軌範師[たる]月[称]の顕教乗の典籍により中観であると説示された者達は
｜有闘争rtsodldan[時]の法であるのだから中観であり得ず(4/5)且つ｜
中観はシャンバラパＳａｍｂｈａｌａｐａの法の言葉から如何様であれ生起する
ことそのものであると仰せになり且つ｜その[ことと関連して]間接的に自
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立派の中観に対してもその言葉で仰せになること以外適切で無いのである｜｜
また後に偉大なるツォンカパTsonkhapaは｜具吉祥[たる]月[称]の
(5/6)典籍以外で中観であると共許である者達に全く清浄な見解は無く且つ｜
顕密の一切の全く清浄な見解に於いて｜帰謬派のこの[考え]方のみが能遍
に入ると説示したのである｜｜
〈３２２２>第二[たる]弥勒Ｂｙａｍｓｐａの法[と(6/7)それに]随順する者と
共々がチベットに広まった[やり]方は｜昔法王の時代に｜般若[波羅]蜜の
経と｜前[伝期]の弥勒[の]法Byamschoｓｓｎａｍａの典籍[と]注を翻訳し
た時そのものに於いて｜説示[したりお]間[きすること]が一部分だけ生じ
たと共許であるけれども｜［お]間[きになり]説示[したこと]ｈａｎｂさadに
よって確(14a7/bl)定なさった[やり]方を後継者と共々が信解する様におい
でになった方は｜所謂｜ここから北方[の]雪[の]近辺に｜｜覚慧[を]具え
るbloldan或る方が出現するように成る[その方であって]｜｜文字[と]音声
そして解説付き[の本文]に対して｜｜智力が障碍無き方ｔｈｏｇｓｐａｍｅｄｐａ
が出現する｜｜と[いう]授記を(1/2)得た大主宰者ｂＤａｇｈｉｄｃｈｅｎｐｏ[た
る]彼(ゴク翻訳師)が｜吉祥[なる]無死の居士と’三十万の至尊方に｜般
若[波羅]蜜の経を注疏と共々［に]詳細に聴聞し且つ弥勒の典籍を五部分に
lnachar-Ia/cha-la/Char翻訳しそして’注釈[の]広(2/3)略を結合する様
にお造りになり且つ｜特に『現観荘厳[論]」ノ7ＷO〃Ｐａｒ〃ogSPaQﾉ
ﾉ、'ａｎ(北京版No.5184)を聖者[たる]センｓｅｎ［ゲサンポｇｅｂｚａｎｐｏ]の注
(北京版Nq5189)と共々のものに|a翻訳しそして｜注釈を詳細にお造りにな
り且つ｜［お]間[きになり］説示[したこと]の門によって善し<確定なさっ
たgtanlaphab/phabsl
彼の説示(3/4)の受命は主要な方として[善]知識[で]偉大なるデhBre[た
る]シェラプバルSesrabhbarに下った｜この[善]知識は｜大翻訳[師]が
チベットにお出でになっていない以前にも｜［善]知識[たる]偉大なるムド
ウラ(印契)Ｍｕｔｒａ/dra方から職伽行rNalnbyorspyodpaの典籍[であっ
て]海(4/5)の如きものを聴聞した方なのである｜｜彼が旧宅に般若[波羅]蜜
[経]の講[経]院を建立した｜
この［善]知識の御前でチャドウルワーツォンドウバルByahdulba
brTsonhgrusnbar(1091-）が出家し了り且つ｜『阿毘[達磨集論]」ノ7Ｗｏｎ
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〃(北京版No.5550,Ｃｆ・No.5590-1)の法等も聴聞した｜このチヤドウル
[ワ]は聴聞(5/6)が本当に広大な方であって｜袈裟者Ｎｕ「ｓｍｒｉｇｐａからも
「阿毘達磨[倶舎論]』Ｃ力ｏｓｍｎｏｎｐａ(北京版No.5590会１)を聴聞し且つ｜
ヨーガ[たる]礒伽のタントラも沢山[であり］ギヤｒＧｙａ(1047～1131)の弟子
[たる]マツォーチャンチュプドジェrMagtsoByanchubrdorjeから法[た
る]律を本当に精通する様に学習した｜トェルンパーリンチェンニンポ
ｓＴｏｄＩｕｎｐａＲｉｎ(6/7）ｃｈｅｎｓｈｉｎｐｏ(1032-1116)からカーダム[派]bKah
gdamsの法を聴聞した｜スルプZulphuに講[経]の院を建立した｜この
方の御前でチヤパが具足戒した’「律摂頌』ＱＤｕ/sｎｏ'7/sdom等[であって］
聴聞したものは広大である｜
［善]知識[たる]偉大なるデの般若[波羅]蜜の経と（14b7/l5al)論書の説示
の受命は｜アルーチャンチュプイェシェＡｒＢｙａｎｃｈｕｂｙｅ６ｅｓに下ること
と成ったrab/babtubyunl彼がナムツェデンgNamrtseIdenと｜シュ
gShu[の]経堂に説示の規矩を建立した｜彼の弟子は持律者[たる]シウン
ヌツルテイムgShonnutshul(l/2）khrimsであり｜彼がチヤンチュプブ
ムＢｙａｈｃｈｕｂｈｂｕｍに｜彼がニェルシクージャンペドジェgNalshig
hJampahirdorjeに説示し了り且つ｜このニェルシクは成就grubpaを証
得し且つ｜チヤパの弟子方からも聴聞したことが広大であり｜この方の弟
子に波羅[蜜と正]量(因明)の注釈を著述した方が十八[人](2/3)現れたと共
許である内から｜ギヤ祖師[たる]チィンルパrGyaston/stonPhyihrupa
がニェタン:デワチェンｓＮｅｔｈａｎｂＤｅｂａｃａｎ[寺]に講[経]院を建立した
(1205年)｜またサンリンダクパーダルマツルテイムZanrihsgragspaDar
matshulkhrimがトプsKhrophu[寺]に講[経]院を建立した｜彼の弟子筋
[たる正]量の丈夫として共許であるソェナムグンポｂＳｏｄｎａｍｓ(3/4）
ｍｇｏｎｐｏからプトンＢｕｓｔｏｎ(1290～1364)一切智者が聴聞した｜彼と彼の
弟子[たる]沢山の受教者lun［ｎｏｄｐａｐｏ］ｍａｎｐｏに大宝[たる]ヤクパ
gYagpa(1350-1414)が聴聞した｜
またニェルシクの弟子[で]至尊[たる]ナムカーペルＮａｍｍｋｈａｎｄｐａｌと
[いう]方がニヤントェＮａｈｓｔｏｄで説示[したりお]間[きすること］を為さっ
た弟子[であって](4/5)学者[たる]オェセルグンポＨｏｄｚｅｒｍｇｏｎｐｏが現
れた｜彼がサンプ:リンメｇＳａｈｐｈｕＧｌｉｎｓｍａｄ[寺]の管長を三十二年為
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さった弟子に｜シャーキャシウンヌSEikyagshonnuと｜チャンチュプ
シウンヌByanchubgshonnu[のに方がおいでになった[内]から｜チヤ
ン[チュプ]シウン[ヌ]が新しい議論bsgros/sgros/sgrogを開始した|(5/6）
シヤーキヤシウン[ヌ］は軌範師の旧い風格hgrosを把握し了ってから管長
[を為さり]そして｜ツェル:チウコルリンTshalChoshkhorgIihの講[経］
院を建立した｜彼の弟子[たる]ロトェツウンメBlogrosmtshunsmedと
共許である方は｜大乗の全ての法に精通し且つ沢山に(6/7)聴聞したことが
広大な方であって｜彼に主[たる］ランチュンドジェRanbyunrdo
rje(1284～1339)が沢山に聴聞し且つ｜彼(ロトェツウンメ）がまた彼自身
(ランチュンドジェ)に沢山に聴聞した｜
カラグパＫｈａｒａｇｐａ(1186-1271)の言論[を]把握[する方sgroshdzinで
あって]四柱[たる]ナグリグパＮａｇｈｒｉｇｐａと共許である方に法主[たる]デ
シンシェクパＤｅｂｓｈｉｎｇ色egspa(1340-1383)が聴聞した｜またカラグパ
の(l5a7/bl)言論[を]把握[する方たる］｜ソクプンーリンチェンサンポＳｏｇ
ｄｐｏｎＲｉｎｃｈｅｎｂｚａｎｐｏに主[たる］トンワドウンデンｍＴｈｏｎｂａｄｏｎ
ｌｄａｎが聴聞した｜
またゴク大翻訳師の全ての経典の受命は｜偉大なるドルンパＧｒｏｌｕｎｐａ
に有るけれども｜御管長[たる]シャンーツェポンーチウキラマＳｈａｈＴｓｈｅ
ｐｏｎＣｈｏｓｋｙｉｂｌａｍａ(～1241)に現れた|(1/2）彼からニヤンデンパーチウ
キイェシェＮａｈｂｒａｎｐａＣｈｏｓｋｙｉｙｅｓｅｓと｜チャパーチウキセンゲChos
kyisehgeが出家した｜チウキイェシェが学問[と]修行等[の]菩薩の経蔵
について説示[したりお]間[きすること]は長久であり且つ注釈は沢山である
[ように]為さった｜チウキセンゲは大(2/3)翻訳[師]が安楽にお逝きになっ
た(1109)年[に]ご生誕になり且つ｜学問[と]頭陀を殊勝[に]お為しになっ
てから｜管長を十八年お為しになった間に弟子[たる]八大獅子[と］’三具
般若[と］’四(三?)尊者[たる]御子息[と］’三得成就者[の]方々が(3/4)お
いでになったと共許である内から｜具般若[の]一方はホデンパーダルマセン
ｌＨｏｂｒａｎｐａＤａｒｍａｓｅｎであって｜チャパの御前でご自分[の]歳十七で
出家した｜まさにその年に癒伽行の法[であって]海の如きを聴聞して｜ま
さにその聴聞したことを備忘録に記した「大注」７１Ｍｒａｃ"e"が現在の問に有
るまさにこれを説示し了ってから｜デンバグネチュンＤａｎｂａｇｇｎａｓ
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chu､[寺]と｜ゲンラムツルチェンNanlamtshulchen[寺]に講[経]院を
建立した｜この方に対してホパｌＨｏｐａ一切智者と言う｜
大獅子の内から重複した[あり方]でマアbrtsegskyisni波羅[蜜と正]量
そして'(5/6）弥勒[の]法と中観の説示[のやり]方を把握し了り且つ｜管
長を摂受した方が現れた｜ドウシャーソェナムセンゲＢｒｕＳａｂＳｏｄｎａｍｓ
ｓｅｈｇｅは｜ナルタンsNa「than[寺]に講[経]院を建立した｜ツァンナグ
パーツォンドウセンゲgTsannagpabrTsonhgrusｓｅｎｇｅは全ての経典に
精通したけれどもご事業は大きく現れなかった[と]言う｜(6/7）パルプワー
ロトェセンゲｓＰａｒｐｈｕｂａＢｌｏｇｒｏｓｓｅｈｇｅは全ての経典に精通し且つ｜
後[に]偉大なるパグドウPhaggru(lllO-ll70)に聴聞してから三種のドー
ハ(歌謡)Ｄｏｈａの注をお造りになった｜｜チャパの波羅[蜜と正]量の説示
[のやり]方は｜主としてドルンパから現れたものであって｜後の時代[に］
もアル(l5b7/16al)方面と｜彼(アル)以外[の]方面[の]二であると共許なの
である’’
三(四?)尊者[たる]御子息から｜サＳａ尊者[たる]御子息[であって]最上
であると共許である方は｜この[善]知識が十一歳程で依止し了り且つ｜波
羅[蜜と正]量が主導した大小乗の経(1/2)典を沢山に聴聞した｜説示の[や
り]方を把握するお考えをマア広大にお造りになった｜
得成就者[たる]三人であると共許の方に於いて｜シャン=ツェルパShan
Tshalpa('１２３－１１９３)は直接[の]弟子である［と］ないの二つの説示が現れ
了り且つ｜ウセｄＢｕｓｅと共許である主[たる］ドェスムケンパDusgsum
mkhyenpa(1１１０～1193)は｜波羅[蜜と正]量と(2/3)弥勒[の]法を詳細に
聴聞し了り且つ｜お名前は｜大翻訳師の直接[の]弟子であって｜チョッ
キラマｍＣｈｏｇｇｉｂｌａｍａから出家した時(1125年)｜チウキラマと[いう］と
お付けしたけれども｜『フレンデプテル」Ｍﾉﾉｅｎｄｅｂｇｒｅﾉﾌﾞ//ｈｅ(こドジェオ
ェセルｒＤｏｒｊｅｈｏｄｚｅｒと[いうこと]が出ているのである｜｜
また弥勒の法[の]前[伝期の]三箸(3/4)は昔法王の時代に翻訳するけれど
も｜「最上要義[宝性論]」ｒＧｙＵｄｂ/ａｍａ(北京版No.5525～６)と｜『法と法
性[を]分別[する論]」Ｃ/70ｓｄａｎｃ/70ｓﾉﾌﾞ/ｄｒｎａｍﾉDarhbyedpa(北京版
No.5523～４，５５２９)はインドでも｜或る長い期間に現前しなかったことから
｜後の時代[に]学者[たる]弥勒尊Ｂｙａｍｓｐａｍｇｏｎｐｏと[いう]一方が’
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煉瓦(4/5)の或る塔から取り出し了って流布するように為したものであるの
だ’｜と軌範師方は説示する上ｌａｌその時期はゴク大翻訳[師]の少しばか
り前な丈なのである｜｜
以前の他の上人の仰せから｜法そのものを新たに得た弥勒(5/6)のお名前
を持つ彼は｜勝者[の]御子息[たる]偉大なるマイトリパMaitripaである
のである上｜それ等の典籍は大印契の読書であって｜婆羅門[たる］リンチ
ェンドジェRinchenrdorjeの甥御[たる]サッジャナＳａｄｄｚａｎａと[いう］
方がマイトリパＭｅ/Maitripaに聴聞し且つ｜ゴク大翻訳[師]がサッジヤ
ナご自身から聴聞し(6/7)且つ｜注と共々なる翻訳をお造りになったのであ
る｜｜
それはまた大翻訳[師]は｜弥勒の四つの法の所説示の意義は未了義[で］
そして｜「最上要義[宝性論]」′GyUdb/aの所説示の意義は了の義であって｜
善逝の蔵の名を具えるそれなのである｜その識(l6a7/bl)別はまた｜一切
の法の自性[が]清浄[である]ranbshinrnamdag部分[であって]｜一切
の所知に対して能遍に属するそれそのものであるのである上｜それはまた
無いと否定すること[であって]虚空の如き或るものであって｜所謂｜ここ
に於いて排除されるべき何ものも無い｜｜と[いうこと]等(1/2)によって教
示されたそれなのであるとご承認になった｜
またヤルルンパーツェンカボチェＹａｒｌｕｎｐａｂＴｓａｎｋｈａｂｏｃｈｅと共許で
ある方が｜ご自分[の]歳が六十を過ぎた時[に]弥勒の法を聴聞したことか
ら得た了義は｜仏陀から有情の間に遍満する自性[が](2/3)清浄[である]智
慧[であって]｜自性の光明それそのものが善逝の蔵であると仰せになった
ことであるのであるのだと｜彼の方から相承する方々は説示する上’この
ことに対して昔の時代に弥勒[の]法を相性の[考え]方に説示しそして｜修
習[の考え]方(3/4)に説示する差別があると共許であるけれども｜両者であ
る如くIこ[は]また矛盾は無くて｜［何故ならば]性相[を]執着[すること]を
排除する時は前者の如くが甚深である上｜功徳の所依と為ることに於いて
は後者の如くが必要であることによるのである｜｜
それと同様に弥勒[の]法のものの不変[と］(4/5)円成[実性]yonsgrubの
二つの識別が現れ了って｜［何故ならば]所取[と]能取が不可得である無い
と否定することについてそして｜最初から成就した無二の智慧について説
1０２
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示することなのである｜そ[の]両者はまた矛盾しないと『中辺[分別論]」
ｄＢＵｍｌｈａｈ(北京版No.5522,5528)から仰せになり了つ(5/6)て｜［何故な
らば]所謂｜補特伽羅とマア諸法の｜｜事物が無いこれに於いて空性ston
pahidであり｜｜両[者]は事物が無い(無実の)事物が有ること(有実)であ
り｜｜事物は空stonpaの性相なのである｜｜と仰せになったことによるの
である｜｜主[たる]ランチュンドジェの御面前からも｜内[たる]三タント
フnanrgyud［sde?](6/7）ｇｓｕｍと「法と法性[を]分別[する論]」の「注釈』
r/VambSadのこのお考えのみの如くが現れたのである｜｜後のチベット
[人]が後[伝期]の弥勒[の]法の了義の識別は｜所取[と]能取が他の物体
rdzasによって空である空性以外[に]無い(16b7/l7al)のであると言うのは｜
その法の了義を識別する[やり]方に於いて本当に遮られるべきであるのであ
る｜｜
〈３２２３>第三[たる密]児の中観がチベットにおいでになった[やり］方
に三あって｜〈３２２３１>前[伝期の]翻訳と｜〈３２２３２>中[伝期の］
翻訳と｜〈３２２３３>後[伝期の]翻訳の[やり]方(1/2)なのである｜
〈３２２３１＞最初は｜軌範師[で]変化のお身体[たる]パドマジュンネ
Padmanbyungnasがチベットにおいでになったその時に｜作Bya[と］
行sPyod[と]礒伽rNalhbyorのタントラは｜典籍が如何様であれ[その]通
り［に]翻訳し終わっていた上｜無上環伽ｒＮａｌｈｂｙｏｒｂｌａｎａｍｅｄｐａのタ
ントラのお考えは｜マハーヨーガＭａｈＥｉｙｏｇａと｜アヌヨーガＡｎｕｙｏ
ｇａと｜(2/3）アテイヨーガＡｔｉｙｏｇａ[の]三に別れ了って｜お口から仰せ
になったその時｜主として第三の礒伽そのものを実践することにより成就
を得た礒伽師が沢山においでになった上｜アテイヨーガは大円満rDzogs
pachenpoであり｜軌範師ご自身がお造りになった(3/4)口決[たる］「見
解の数珠」／泊baQ/ｐｈｒｅｎｂａから現れたものなのである｜｜と仰せになっ
た上’九次第の乗の設定rnambshag/gshagをお造りになった方々に於
いては｜アテイヨーガのこの見解は無上職伽の不共の中観の見解そのもの
であると説示する必要があるのである｜｜
〈３２２３２>第二[たる］(4/5)中[伝期]に翻訳するt)の等に於いても｜
昔翻訳しない沢山のタントラ部等を翻訳なさる方は｜大翻訳師[たる］リン
チェンサンポＲｉｎｃｈｅｎｂｚａｎｐｏ(958～1055)であって｜彼は全てのタント
1０３－
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ラ部のお考えを[儀軌]軌範の門から明らかに為さり且つ法と非(5/6)法を詳
細に区分する論書をお造りになった｜彼の弟子[たる]ハラマーイェシェウ
ｌＨａｂｌａｍａＹｅ６ｅｓｈｏｄと｜彼の家系の方[で]陛下[たる]シワウＳｈｉｂａ
ｈｏｄ方は｜昔インドrGyagarに起源したタントラとして共許であるもの等
に対する破斥の沢山の文書等をお造りになった(6/7)のである｜｜
彼の後に大翻訳師[たる］ドクhBrog(993-1074)［と］｜ゴェｈＧｏｓ[と］｜
マルMar(1012～1097)[の]三方が｜「[勝]楽[夕ントラ]」ｍｅ(北京版
No.16)［と］［「呼金剛タントラ]」dGj'es(北京版No.１０)［と］「秘密集会[タン
ﾄﾗ]LSaガムduspa(北京版No.81)などの乗の法の精華からまた最高[であ
って]本当に精華と成ったもの等を翻訳し了り且つ[お]間[きになり]説示[し
たこと］と実践の門(l7a7/bl)から広まり且つ増したその時の口決[たる]道果
lamhbrasと’五次第と｜六法等から現れる了義は｜中観[の帰]謬[派
と］自［立]派等に於いて共許でない了義[であって]無上癒伽の大中観ｄＢｕ
ｍａｃｈｅｎｐoなのである｜｜
〈３２２３３>第三[たる]Ｏ/2)後[伝期の]翻訳は｜「時の輪の総括のタン
トラ」、USA(ｙＷ『/70'/o/7/DSQノリSpaﾑﾉﾉりり'Ud(北京版No.4)[であって]｜偉
大な注[たる］「無垢の光」、〃ｍａｍｅｄｐａＱ/々od(北京版No.2064)である’
六支の礒伽の口決と共なるもの等は｜波羅蜜[の]乗の全ての中観派に共許
でない大中観であつ(2/3)て｜これの詳細に設定されたものrnam
bshag/gshagpaは礒伽の大自在[に]精通し且つ成就を得た方々のお心に
お在りになること確かなのである｜｜
〈３２３＞(欠)。
〈３３>第三[たる]否定[と]成就sgrubを少しく致し了りまして末尾を総括
すべきことに三あって｜〈３３１＞中観の識別[の](3/4)局部に於いて法を
捨離する弊害が有ると教示する[ことと］｜〈３３２>その最も広大な識別
を他者に対して為したことにより経言と矛盾すると教示する[ことと］｜〈
３３３>後[に]おいでになった方[の]中観の識別は自[宗]に共許である経言
と一致しないことなのである｜｜
〈３３１>最初は｜後(4/5)日有雪の国(チベット)に於いて宗義を述べる
四者の頂点の中観と｜その学説は｜［帰]謬[派と]自[立]派として共許であ
るもの等から’他に識別できず且つ｜その中観も一切の法が諦により空で
1０４－
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ある[所の]無いと(5/6)否定することのみなのであると説示する｜そ[の]言
葉に於いて表明するこれは’第三輪のお言葉[であって]お考えを注釈する
論書と共なるもの等に対して事実師ｄＮｏｓｐｏｒｓｍｒａｂａそのものであるとし
て誹誇したことにより法を捨離する業を積んだことは｜尊(6/7)者[たる］ミ
パンパＭａ/Ｍｉｐｈａｍｐａご自身が授記したことであるのであって｜所謂｜
それ故に勝者が最も精通することはこの世間に有るので[は]なくて｜｜と
[いう］等が教示したことそのものなのである｜｜聖者[たる]無著Ｔｈｏｇｓ
ｍedが典籍[の]注等に於いて了義の(l7b7/l8al)中観を教示しなかったなら
ば｜勝者ご自身が未了[義と]了[義]を区別すると授記したことと矛盾する
のである｜｜
彼が「最上要義[宝性論]注」rGyudb/ah/ｈｇｒｅ/ｐａ(Cf・北京版No.5526)を
帰謬として注釈したのであると言うけれども｜その注は月称Zlabagrags
paの注釈[するやり］方と一致(l/2)しないと誰か賢明な人が見たけれども現
前[量]により成就したことによって言う丈に終わるので｜［密]兜の中観を
無いと否定することそのものであるとして説示したならば｜具最上全種
rnamkunmchogldanの空性を了解していないことと｜それ以外[に]何
ものとして識(2/3)別したとしても経言により害されることと｜楽[と]空
[が]双運[すること]を了解していないことと｜知と所知が－であるお身体
等を如何様に説示するのか｜それ等を世俗諦として説示することは｜［密］
兜[の考え]方の勝義の諦に対して誹誇した(3/4)丈に終わらず｜「時の輪」
ＤＵｓＡｙＵＷ７ｏ，/oに於ける｜みやまとくら(いしゃだおし)の木nimpahi
6inから葡萄そして｜毒の液から甘露そして’桑(紅?)の木tshanspahi
6ihから蓮華はご誕生にならない楡えにより｜無いと否定するその空性は｜
大楽と双運する空(4/5)性であるのであることを明らかに否定したのである｜｜
〈３３２>第二は’第三輪[であって]お考え[を]注釈[するもの]と共なる
ものから現れる勝義の諦の識別は｜所取[と]能取が他の物体によって空で
ある空性より前に跳び出さなかった(5/6)ので｜事実師そのものなのである
と言うけれども｜それ等の学説はその如き空性の識別が有るので[は]ない
のだが｜然らば如何なるものがあるのか[と]言うならば｜外界の対象など
の所取[たる]尽所有の(あらゆる)遍[計所]執[性]kunbtagsと｜そこに顕
現する(6/7)識など[の]能取[たる]尽所有の遍[計所]執[性]は｜自己の実体
1０５
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ｈｏｂｏにより空性であると確定し了ってから｜その残余lhagmar/maIus
paの自性[が]清浄[である]智慧のみに対して勝義の諦であると仰せになっ
たのである｜｜
それを諦[として]成就[したもの](l8a7/bl)であると認めることは中観で
あり得ないのである［と］思うならば｜貴方がまた諦[として]空[であるも
の]を勝義であると承認したのでそれ(中観)であり得なくて｜［何故ならば］
勝義の諦であると成就し了っ[たこと]から諦であると成就しなかった[こと
との]差別は｜昔の学説[であって]正理と共なる[と]共でない如何なるもの
(1/2)からも現れなかったのである｜｜
若しもそれ等の学説から現れた了義を尊者[たる]弥勒が中観であると説示
したけれども｜清弁Legsldanhbyedと｜月称Zlagragsの中観の[考え］
方でないのだと説示し了ったことその両者は強引[過ぎる]のである［と]思う
ならばマア｜然(2/3)らぱそれ等の説示に対しても無著[の]足下が経を引用
し了ってから｜損減の見解であると説示し了り且つ｜インド人の口決の典
籍と｜経部等に於いて実体性ｎｏｂｏｈｉｄは無いと述べることにより説示す
るその空性に対して｜物質bems/bempoの空(3/4)性と｜断chadpaの
空性と｜直接thalbyuhの空性と[いう］｜了義の識別[のやり]方[と]方面
[の]両者について｜正理[を]具える典籍等に於いて否定を部分[的に]夫々
[に]為さる［ことが]有ることによるならば甚深のご精神(お考えと意義)等に
対して分別し了らず(4/5)にお互いに－[方]が他方を否定出来ることで[は］
ないのだ’｜
〈３３３>第三は｜有雪[国]に後[に]おいでになった方が云う｜空性と
言われることのこの甚深の了義は月称の典籍以外に有ることはないのであっ
て｜［何故ならば]所(5/6)謂｜これ以外にこの法は｜｜如何様に[も]無い
もの[であって]それ[がそうである]通りに｜｜ここに現[れる考え]方はまた
他には｜｜無いと学者方は正しくお造りになるべし’｜と仰せになったこと
によるのである｜｜それはまた有法が正理[によって]成就した上に｜所遮
が自己(6/7)の性相により空なのである｜｜それ以外に石女の子の如き諦[と
して]無[いこと]に於いて修習すべきことによって｜障碍の如何なるもので
あれ種子を捨離し得ると説示し且つ｜その拠り所に｜月[称]が[唯]識派
rＮａｍｒｉｇｐａを否定した典籍等を(18b7/19al)清[弁]を否定する典籍に結び
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付けさせることそして｜空性を確定なさる時[に]所遮を別途に識別しなか
ったならば断の辺に堕するのであると説示することそして｜［密]呪の楽
［と]空が双運することもその如きの(1/2)空性であって有境[たる]大楽によ
り通達されること［と]について説示する必要があって｜［何故ならば]瞼え
るならば悲閑[たる]大悲心により空性が現前に通達されることに於いて｜
空性は悲心の精髄[と]共なるものとして説示する必要がある[その]通りであ
る｜と仰せになるのである｜｜
そ[の]言葉と言うそ[の](2/3)一切は自[宗]が何かに対して根拠と為る全
ての典籍と一致しなくて｜［何故ならば]中観の典籍からは｜戯論の四辺を
排除する必要があると説示した上｜貴方は｜勝義として有る辺と｜世俗
として無い(3/4)辺[の]両者を排除すること以外を説示しなかった｜典籍に
は｜両者でない辺を排除すること［と］｜両者である辺が破綻したことに出
会うことと｜無[い]辺が破綻したこと［と]有[る]辺が破綻したことに観待
(相対)するものなど[の]相互を捨離した－[方の]対立するものが破綻したと
きもう一方も(4/5)破綻すると仰せになった上｜貴方方は｜実際[に]矛盾
[する]両者のうち－[方]を否定したときもう一方が意義により成就したこと
を主柱そのものと為すことそして｜それは典籍と矛盾することであるけれ
ども典籍では縁起の理解は相対[して]成就[したことltosgrubであること］
そして|(5/6）その｢ehi/dehi理解は｜所謂｜相互が対象に依存した成就
は｜｜成就でないことそのものであると勝者方が仰せになった｜｜と成就し
なかったことそのものについて説示したが故にである[こと]そして｜この
[考え]方に於いてであるのだ[という］ことを否定した場合であるのであるこ
と等が成就したならば｜所遮を否定した(6/7)場合に他の法を放棄すること
にhben/hphenpar[帰]謬することそして｜一切の戯論[の]辺を否定せず
に排除したが故になのである｜｜
貴方方は中観の因由の所遮が自己の`性相により成就したこと以外を説示し
ないその時[に]断の辺と無(19a7/bl)い辺を否定出来ないことによるならば｜
空性を空性[と]仰せになる必要が無いことに帰謬することそして｜［声]間
[と]独[覚]の空性が通達される[やり]方より優れたものを大乗[の]聖者に承
認出来ないことにより｜［声]間[と]独[覚]に於いて法の無(1/2)我が通達さ
れる[やり］方を円満することが有ると明らかにしたことbsal/gsalbaそし
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て｜補特伽羅と唯我等が作る十二丈夫等を正量[により］成就[したもの]と
承認したことによって外道と相応することそして｜大小の乗の阿毘達磨に
於いて|(2/3）補特伽羅の我と無我の清浄な識別が無いならば外[道と]内
[道(仏教)]の弁別が明白でなくなることに[帰]謬することそして’実状
gnastshulが諦に入った時[に]因由［と]法[と]意義[の]三が正量によって
成就したならば｜自立[派]を否定出来ないと明らかにしたことbsal/gsal
ba(3/4)そして｜清[弁]の典籍に於いて中観の意義が教示されていなかっ
たならば｜所謂’清[弁]が善いことを何か説示しそしてdahllと月[称］
が経言に引用したことは合理でないと排除したことそして｜この場合の空
性が通達される現前[量]と比(4/5)[量]が有るならば｜「入[菩薩]行」sPj'od
aUg(北京版No.5272)に於いて｜勝義は覚慧の行境で[は]ない｜｜と[仰せ
になったこと]そして’「入[中論]注』上山g々gre/(北京版No.5263)等に弓|用
した経から勝義のその諦は行相が一切智者そのものの対境からも出離すると
仰せになった(5/6)ことそして｜アテイ[－]シヤAtisaが｜現前[量と]比
[量]は必要が無い｜｜と[いい]そして｜有分別[と]無分別の’’二知によ
って通達されないと｜｜軌範師[で]学者[たる]バブヤＢｈａｂｙａは仰せにな
った｜｜と[いつたこと]等と矛盾することのみに終(6/7)わってしまわず｜
正理によっても損じられて｜性質ｌｄｏｇｐａ[たる]遣余gshanselを直接の所
称量gshalbyaと為る現前[量]は『[量]評釈』ＷａｍＱｇｒｅ/(北京版No.5709,
5717a)をお造りになった正理によって破綻したのである｜｜
他にも有法が正量[により]成就した上に所遮が正量によって成就しなかっ
た(l9b7/20al)ことを否定した空`性のこの説示[したやり］方は｜般[若]経
Sermdoの実際[的]教示と矛盾するのみに終わってしまわないけれど｜月
[称]ご自身の諭書から｜所謂｜何の故にであれその自性がそれで｜｜ある
が故に目は(l/2)目によって空である｜｜と[いう]等[の]一切の有法に結合
し了ってから実際に仰せになったことそして｜正理によっても瓶の如きも
のが正量によって成就した意義が崩壊した｜所遮が正量によって成就しな
かったことによって空であるこの空性は｜他空gshan(2/3）ｓｔｏｈと述べる
典籍から現れる空性の内からも下等なものであって｜［何故ならば]清浄で
ない有法が[依]他起[性]gshandbanである上に所遮[たる]性相が完全に断
じられた遍[計所]執[性]によって空について識別したが故にである｜この
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[考え]方(3/4)に於いて一切の所知を自空ranstohと説示したそれは｜所
謂｜若しもこれ等が全て空であるならば｜｜と[いう]等の場合から説示し
た論争を捨離することが出来ないのである［と]思うならば｜出来ないこと
で[は]ないのであって｜［何故ならば]それについては｜所謂’諸仏(4/5）
陀が法を教示したことは’’二諦に最も依止する｜｜と[いう]等によって回
答したlen/lanthebspaが故にである｜如何様に[という]ならば｜一般
に二諦を各々に区分した時｜勝義として無いことそのものは強引[過ぎる］
けれども｜事物を述べるｄｈｏｓｓｍｒａｂａその論(5/6)争は｜勝義を因由に
配置し了ってから世俗を破斥させる論争であるので｜世俗として有るが故
にである｜と[いう］ことによって回答したのである｜｜そ[の]言葉で｜無
数[のこと]等を教示した方々は｜｜勝の義として忍耐[するの]で[は]ないの
だ’｜(6/7)世俗としては慈愛の｜｜それ等の等流(同類因)が忍受されるこ
とをご希望になる｜｜と仰せになったのである|｜Ⅱ
曙呵｜何[の]お身体であれ五身の主宰者[であって]等覚者｜｜それを仰
せになる仰せになる自在者[たる]妙音(文殊)[菩薩]｜｜貴方はお心が悲心で
ある君主[たる]観(20a7/bl)音[菩薩]｜｜威徳[たる]力量の自在者[たる]こ
の衆生の依枯主｜｜安楽の源(大自在天)[の]頂飾gtsugbrgyan/rgyan[た
る］自己[の]住所を捨てないけれども｜｜広大な虚空に於いて障碍無く流動
すること(情世間)によりrgyubasllお名前も白昼と為るｈｉｎｍｏｒｂｙｅｄ
ｐａ(太陽[の])如所有(真実)[たる］｜｜カルマパＫａｒｍａｐａと共許である何
方かがご命令で(l/2)誘い了ってから｜仁の『中観の現れた[やり]方[たる］
如意[の]妙高[山]」ｄＢｕｍａｈ/bj'Mrs/ＭＷｂｓ/7/"//7ｕｎｐｏを｜｜彼岸が
自慢である大山|こより屈服することなく且つ｜｜内の智慧[たる]海が散乱し
了らずに｜｜[遍]入[天[Khyab］hjyugの]十種の彼の喜劇[役]者が｜｜如
理[に]秤ろうえ疲労することが無くなれかし｜｜(2/3)業力が自慢である幻
化師が彼であるのだ’｜白昼[と]為[る方](太陽)を毒[の]湖の底から取出し
たその如<に｜｜仏教[たる]白昼と為る(太陽の)明らかな光彩は｜｜羅猴
[の]凶暴な口から離脱するように成れかし｜｜それからその利楽の大道に｜
|全ての衆(3/4)生を如理に導く車は｜｜曲がった道に決してまた趣かずに｜
|[十]方から全く勝利するその住処に回向すべし’｜
と[いう］「中観の現れた[やり]方を完全に説示した論[たる］｜如意[の］
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妙高[山]」ｏ/＆ﾉﾉ77迦/b｣/〃fs〃/ｍａｍﾉ､a'ｂＳａｄＰａＱ/ｇｒａｍｌＷｂｓ伽
/hunpoと言う論書は|(4/5）吉祥なるシヤーキヤチョクデンーデイメレク
ペィロ白豆kyamchogldanDrimedIegspanibloが｜ツァン:イェル
gTsang-Yasruの講[経]の院[たる]｜セルドックチェンgSermdogcan
で親しく著述し了ってから’三時[の]総ての勝者のお仕事[の]根力が｜
[僧]衆[の]海[のごとき]の資糧と共[に]｜ラサ：トウルナンＲａｓａｈＰｈｒｕｌ
ｓｎａｈ(5/6）の大寺院で法の座[たる]獅子の御座に両のお足を任せ了るよう
に座が愛着する悲心の両の御目により親しく遍満されている[方]の御前その
ものに奉げた筆受者はコンKoh祖師[たる]チウキゲンツェンペルサンポ
Choskyirgyalmtshandpalbzanpoなのである｜｜(6/7)吉祥さｕ
ｂｈａｍｌｌｌｌ
[科文の表］
表題(foL1al；ＣＯ1.2091.1）
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1１０－
シャーキャチョクデン箸「如意[の]妙高[山]』和訳(Ⅱ）（原田）
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